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宮沢賢治「よだかの星」のギリシャ語訳

橘孝司

日本文学作品のギリシャ語訳

現代ギリシャを代表する文学者のうち、詩人ではコスティス・パラ

マス、カヴァフイス、セフェリス、エリティス、リツォス等、散文作

家ではカザンザキス、セオトカス、サマラキス等の長編作品が、直接

ギリシャ語から日本語に訳されている。また短編作品の翻訳も少ない

ながら存在する。

翻って、日本文学作品はどの程度ギリシャに翻訳紹介されているの

だろうか。

高橋（1991）は、アテネの書店の棚で日本文学作品の翻訳書を目に

することはほとんどない、と述べている。以来 20年以上が経った現在、

書籍として出版社から発行され、入手が容易なものをネットで調べて

みると、 40作品以上が見つかる I）。他にも私家版や同人誌に掲載され

た作品、あるいは日本人がギリシャ語に翻訳したものもあるだろう 2）。

ただし、日本語からの直接訳がそのうちどのくらいの割合を占める

のか、筆者にはわからない。初めての直接訳は、 1990年のパナイヨテ

イス・エヴァンゲリディス氏による永井荷風「雨繍繍」だそうである

（高橋 1991)J）。直接日本語で文学作品を読み、研究するギリシャ人は

まだまだ少数派のようだ。

そのような、日本語からの直接訳の試みをひとつ紹介したい。

宮沢賢治作品のギリシャ語訳

取り上げるのは、マリア・アルギラキ女史による、宮沢賢治「よだ
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かの星」（MtytαsciouαKtvτst(1999) To dστρoτOV VVXτoytpαKOV. Mi:ταφp. 

Ma piαApyupciKT], 0λKor;, Ae内vα，125p.)

訳者マリア・アルギラキ女史はアテネ大学で英文学を学んだ後、イ

ギリスのシェフィールド大学で日本

研究の修士号（2010）を取得。 4年

間日本に滞在し、朝日カルチャーセ

ンターで日本語を学んだ。流暢な日

本語を操り、観光ガイドとして活躍

する一方で、 1999年初の翻訳「よだ

かの星」を出版（ギリシャ日本修好

100周年記念活動の一環らしし、）。そ

の後も、宮沢賢治「銀河鉄道の夜j

(2001）、池津夏樹「イラクの小さな

10 Al:lPO TOY NYXTOrEPAKOY 

橋を渡って」（2003）、村上春樹「lQ84J (2012-13）、村上春樹「アフタ

ーダーク」（2013）などを翻訳している。

本書「よだかの星」は表題作以外に、「双子の星J「注文の多い料理

店」「j同熊学校を卒業した三人」「やまなしJ「カイロ団長」「猫の事務

所」「鹿踊りのはじまり」「水仙月の四日（翻訳題名 HKOKKtKT] KOU~Epτα 

「赤い毛布J)Jの童話全九篇が収録されている。

アルギラキ女史が惹かれるのは、賢治作品に込められた他者への関

心であり、自己犠牲によって外に現れ出る美しい力だという。そのよ

うな一種の浄化に、古代ギリシャ悲劇！との共通点を見る。確かに「双

子の星j や「よだかの星Jなどには、他人に献身するあまり自分が傷

ついてしまう者たちが描かれている。

各作品に一葉ずつ付されたアンナ・サランディ女史の挿絵は暖かい

色調で、細やかにストーリーを視覚化している。「猫の事務所」でいじ
•·ま才A こ

められる竃猫の目にはちゃんと涙が浮かび、「落ちているのか、のぼっ

ているのか、さかさになっているのかJ分からないよだかは仰向けの

姿勢で飛んでいる（上掲写真のように、表紙にも使われている。）

巻末にはアテネ大学神学部で宗教学を教えるステリオス・パパレク

サンドロプロス教授の解説が付されている。賢治作品全体の概説とい

うよりも、その思想、の核心に直接切り込んでいく。教授は、専門の日

本仏教や日本思想の研究に加え、志賀直哉「活の犯罪j、上回秋成「雨
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月物語」、安部公房「砂の女Jなどを直接訳しておられる。

賢治作品のオノマトペ翻訳

宮沢賢治といえば、オノマトペ（擬音語・擬声語・擬態語）の達人

として知られる。賢治のオノマトぺを詳細に分析した田守（2010）は、

豊富な種類のオノマトベを多用するのみならず（p.5）、通常とは異な

る使い方や、自ら創作した思われる独特の語を用いる点（p. 7）が賢治

作品の特徴だと指摘する。そこでこれを翻訳するとなると大変な困難

が予想されるのだが、アルギラキ女史はどのように処理しているのだ

ろうか。

もちろん文学作品の価値は表現技法にとどまるはずはなく、また翻

訳作業の評価も逐語訳的な正確さのみにあるわけでもない。が、ひと

まず賢治作品の代表的な特徴の一つに絞って、翻訳者がどのような工

夫により、日本語とギリシャ語という全く異なる体系の言語の橋渡し

をしているのか、その苦労の跡を辿ってみたい。

宮沢賢治のオノマトベはほとんど（活用しなし、）副詞あるいは名詞

（「するJ「めく」等と結合して動詞となる場合も含む）である（田守

pp.27-45）。これに対応するギリシャ語の単語を調べてみると、品詞の

観点から、大まかに以下の四つに分けられそうである。

l動詞によるもの

2名詞、形容詞、副詞によるもの

3前置詞によるもの

4間投詞によるもの

巻頭に置かれた「双子の星Jから、それぞれの例を挙げておこう。

1動詞によるもの

ギリシャ語動詞の中に当該オノマトベの表す音声や様態を包み込ん

で表現する場合。説明的になるが、どれだけ近い意味の動詞を当てる

かどうかが鍵になる。例えば、

「あちこち星がちらちら現われました 4）」

T’αστ£ptαsow Kt sKEi upχ1σαv vατDEU01tαiCouv 

唱
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ここでは、「ちらちら（光る）」という様態が τpt:μoπαit;w「（炎や怒りの）

強さが増減する」という複合動詞（Tpt:μo＋παit;w）で表現されている。

次は、語りが尾を引きずって歩く場面。

「長い尾をカラカラヲ｜し、て」

KOOταλiCovταcτησt:pvaμt:vri oupaτoひ

「尾をギーギーと石ころの上に引きずってj

£crt:pvt:τηv oupaπOU盟旦弘山σταP6Tσαλα

「引く・引きずる j行為自体は動詞 σ£pvwが表現するのに対し、石の上

でたてる音は別の動詞 KpOταλit;wが受け持つ。「カスタネットのような

音を出す」という特殊な意味のこの動詞が、硬いものとぶつかり合っ

て響く鋭い音を効果的に表現している。ただし、「カラカラ j 「ギーギ

ー」と原文では異なる語が、ギリシャ語では同じ動詞になっている。

田守（pp.191-2）は明るく響く「カラカラ」は悠然とした歩きっぷりを

表すのに対して、こもった「ギーギー」は瀕死の怪我を負った状態を

表現するのだろうと推測する。

猛スピードで飛ぶ慧星が急に曲がる様子にも賢治独特のオノマ卜べ

の使い方が見られる。普通「ミシミシJはこのような場合は使わない。

古い木や板が車Lむ音が木来の用法だろう（田守 p.239）。

「身体が・・.3-之主主と云うんだJ
Toσφμαμouτ白τE盟孟主主

ギリシャ語 Tpit;wの方も「（油の切れたドアの蝶番などが）車Lむj が普

通の使い方だから、原文の味わいを再現している。

2名詞、形容詞、副調によるもの

ギリシャ語の名詞と形容詞は形態の上で共通していることが多く、

また、それらの形容詞の副詞的用法というのもあり得るので、三つの

品詞をここにまとめておく。

鰍と大烏が傷つけあった後、歩き出す場面では、どちらのオノマ卜

ぺにも（形容詞由来の）副詞一語が対応している。

「よろよろ歩き出しました」

apχ1σE Vαπt:pπαtαEl旦主主主旦且旦

「生五丘三L歩し、て（お帰りなさし、）」
，
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前者が動作の身体的様態をそのまま表現している（α81'.>vαμα「力なく J) 

のに対し、後者では行動の心理的状態（πpocJEXTtKU 「気をつけてJ）に

焦点が当てられている。

複数の語で訳される場合もある。双子の星たちが新しい衣と靴に着

替え、心身の疲れがとれる場面では、

「すがすがしてしまいましたj

EVl(J)σαv CDDEσKαKαl 800σEσ白

原文は「すがすがししリからの造語だろうか。ギリシャ語では類似し

た意味の二つの副詞（ともに「新鮮な、さわやかな」）に訳されている。

「（稲妻が）向こうからギラッとひらめいて飛んで来ました」

t~yαλ£ μtα 回目四 Kl内p8£πEτcilvταgαπ白μαKpta

「紫色の光が一遍ぱっとひらめいて」

~yオKE µtαµ(J)~ 旦込山姐

「ギラッと Jと「ぱっと」は名詞（二っとも語源的には同じ）で表現し

分けられている。一方で別の個所に出てくる「ぎらぎらっと」は次の

ようになる。

「（稲妻が）ぎらぎらっと光ったと思うと J

叩 lVKαλU Kαλa ~yaλEt 8uoαvαλαμπEC 

「ギラッと」よりも重複された「ぎらぎらっと」の方が強度や継続の度

合いが大きいと感じられるが、この点は μtαA.liμljlη 「一つの輝き j、8uo

αvαλα仰向「二つの輝き」、と九帳面に訳し分けられている。

形態上、明瞭な副詞の例としては、

「雨がザアッザアッと降って居りましたJ

η~poχ内 tπ£CjlτE KαταDDαKτ(J)bcOC 

副詞 KαταppαKτ(J)b白g「；竜のように」を使って、状況を具体的に表現し

ている。

3前置詞によるもの

前置詞句によるもの。これも状況説明的になるだろう。

ふんぞり返ってやって来る大鳥と、喉の渇きを癒すため水を飲む撒

は、それぞれ前置詞句を伴って（μ£削μαPα凶「重い足取りで」、 μEH¥Y 

巾 Uχiα 「静かにJ）描写される。

「のっしのつしと大股にやって参りました」

つd
4

－
 



vaσOU Kl Eμ仰 vi/;;ETαi .. LlE BnllαBα口古 Kα1τEpaστm;opασKEλits 

「ごくりごくりと水を呑みましたJ

πivovταS LlEτηvησuyiατOU 

傷ついた瀕死の鰍の血が流れる場面では、 σαvπ10αKUS 「湧き出る泉

のように」という語句を加えてイメージを具体的に膨らませている。

「どくどく空に流れてj

πEτt6ταvσαvπ10αKαcχwpisσtαματημ6 

4間投調によるもの

形態論的に語形変化しない語であり、その点で日本語のオノマトぺ

（それ自体変化しなし、）に近い。効果的な音をあてるなり、従来の語を

変形させるなり、翻訳者の腕の見せどころである。

以下は、頭についた水滴を大鳥がふるい落とす場面だが、同じ状況

に対応する音を当てている。

「ブルルッと頭をふってj

EKαVE μtα 史♀立Q!_!

雪星が飛び始める場面には独特のオノマトベが現れるが、オートパ

イのエンジン音のような、より具体的なイメージの音で訳される。

「ギイギイギイフウ。ギイギイフウ」

Bpouμ・ppouμ，。pou-ppou-ppou-ppo也ouμ!
傍若無人に飛び回る琴星の喋笑。

「あつはつは、あつはつは」

Xaαーχαχα・χαχαχαーχdα

翻訳ではこの四種類の方法を駆使しながら、異なる文化コンテキス

トの中で原典の世界を再現しようと努めている 5）。

以下では、作品ごとに気がついた例を一つ二つずつ検討し、翻訳者

の工夫を探ってみたい。

『注文の多い料理店J

三人の似非紳士が猟をした後、山の中で迷ってしまう。この個所は

オノマトベ多用の代表例として田守（pp.5,193-4）にも挙げられている。

4斗
A
A斗
A



「風がどうと吹いてきて、草はざわざわ、木の葉はかさかさ、木はご

とんごとんと鳴りました。」

αKOU CTτηKc f.vα8uvατ6 BouηTOαvf.μou, f.vαuoりロuouonτ凸pyip απ’τα 

χopraptα，包包思芝απαλaOlφUAAUlCTlEらταOEVτpα 包自担ヱ・

日OUητ6は「底から湧いてくるような海や波のうなり」、 μo叩トlOUpTJTOは

「ひそひそ声・ささやき声J（それゆえ人の声にも使える「ざわざわ」

にうまく対応）、 epo't~Ul 「風が木の葉の間を通る時かすれて音をたてるん

τpisUlは「板や木がきしむ」。風の「どう」や木の「ごとんごとんJは

独特の使い方であり（田守 pp.130-1）、翻訳が難しい。ここでは 8uvατ6

Pouητ6 「強いうなり」、 τpisUl「きしる」を当てている（「双子の星」

で埜星の身体がミシミシいう場合に使われた語）。

風の「どう」は「どうつ Jの形で別の個所にも現れるが、

「風がζ土ヱーι室の中に入ってきました。」
τo 8UlμaτlOπλημμ古ptσEαπ6EVα8uvατ6 De古uααf.pα．
のように、別の構文（「部屋は強い空気の流れに満ちた」）に替えられ

ている。一般的な形容詞 8uvατ凸「強しリと空間的な広がりを含意する

動詞（π川μ山 pisUl「i荷たす」）を組み合わせることで、風が一挙に部屋

に入り込む様子を再現しようとしている。

料理店の真の狙いに気づいた紳士は、

「がたがたがたがた、ふるえだしてJ

’ApχlσE Vατpf.μi:tσαvτ0 <D也入λo

という風に、前置詞句 σαvτoφ叫入o 「葉のように」を補い、具体的で

鮮明なイメージを与えているが、これに続く個所は動詞・形容詞を駆

使して説明的に言い換える

「『うわあ』がたがたがたがた」

≪Ou aαα一〉〉 τσipt己E0 EVαら τpf.µovτα~ 0λOKληpos 

( rntpisUl「鋭い叫び声を上げる J、τp印ovταsOAOKAηpos「全身がふるえ

ながら」。）

『洞熊学校を卒業した三人J

蜘妹が獲物を待つべく巣を作りあげるときの歌。

「スルスル光のいとをはき、

きいらりきいらり巣をかける。」
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位旦込旦主主αψ内vovταc;μiaφωτ81Y内Kλωσt台

工旦坐主立主主τηφωλl丘町gπOUλαμπOKOπ白

「スルスルj には一般的な高lj詞 μαλαKU「柔らかく Jが対応する。「きい

らりきいらり」の指す様態には、動詞 λαμπOKOπ白「光輝く」が対応す

るのだろうが、この語のゆったりとした調べ（「きらきら」「きらりき

らり」とは異なる）は、動詞 uφαlY8l「紡ぐ」をハイフンで引き延ばす

こと（ucpαi-a1vu）で再現されている。

同じ工夫は別の個所の狸の歌にも見られる。蚊が飛んできても巣に

はかからないだろう、と狸が蜘駄をからかう場面で、

「~ムとうなってまわれ右。 J

Bssouv! M88－τcia-~o同

エτpl-IJIατtπー10£ － ~1ciα ！

擬音語の部分だけでなく、「まわれ右Jに当たる名詞・動詞でも間延び

した感じを表記上で表そうと試みている。（本来なら Bsouv!Mtτα~oA.ij, 

faptlJfUτE Eπl08~1ci ！だろう。）

次は、なめくじがかたつむりを食べるときの独特の音。

「殻ごと主1己主主喰べてしまし、ましたJ
KOlτσαvitovταc μ乱入1στατατpαyαVUKO μμci Tlα 

「（かたい食べ物をかむとき）かりかり音を立てる」の特殊な意味を

持つ動詞 Kplτσαviscoを使うことで、「みしみし」と「食べるJをあわせ

て表現している。

後半では、貧欲な狸が不思議な（「念仏」ならぬ）「念猫」を唱えな

がら獲物を食べていく。

「なまねこ、なまねこ、みんな山猫さまのおぼしめしのとおりになる

のちゃ。なまねこのなまねこ。」

U8γ白λn-Xcioη－Iou‘U8Yclλη－Xcion-Iou!'Qcoταπavτασ古μφCOYαμ8τo

etλημci LOU, 11£σπOlVcl μαc; Ayp16yατα （u8γ4λn-Xcion-Iou‘U8γ白ληー
主担止玉虫！）

「なまねこJは「呪文めかして『山ねこさま』をもじったもの 6）」らし

い。つまり、「やまねこ」と「なんまいだ（南無阿弥陀仏） Jをかけあ

わせたということだろうか。異文化圏の読者には伝わりにくい場面だ

が、キリスト教の聖母（11£σπ01vci μ叫）に見立てて、祈りのことばを置

き換えることで雰囲気を伝えようとしている。
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最後には狸の腹が膨れすぎ、音を立ててはじけてしまう。

「ボローンと鳴って」
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 χpα·~ は「カイロ団長」（以下参照）でアマガエルが首を切られる時の

音と同じだが、ここでは子音も母音も引き延ばされて、破裂した衝撃

の強さを表現しようと試みている。

「やまなし」

作品の冒頭で蟹の兄弟が不思議な話をしている。

「クラムボンはかぶかぶわらったよ」

この特異なオノマトベには訳者も苦労したことだろう。「ぶかぶかJを

ひっくり返し、蟹がj包を吹くイメージを重ねたものだろうか（田守

pp.14 5 ）。訳文は動詞を変える（yEλω 「笑う」、 xaxav （ ~(J) ハハハと笑う」、

χoponT]ociJαπ’ταy品川「笑って踊り跳ねる」）ことで何とか処理してい

る。

「クラムボンはわらったよ」

「クラムボンはかぶかぷわらったよ」

「クラムボンは跳ねてわらったよ j

0 Kpavμnov ytλασE, ppE! 

0 KpavμnovχαχavtσE，σOUλ£w1 

0 Kpαvμπovχopoπη00古σEαπ’τα ytλ1α，ppf.t!

また、流れていく山梨を蟹達が追う場面にも特異な語が現れる。

「ぽかぽか流れて行く」

To tnαtpVEτo pEuμαKα1τoσKαuπαvEBα（E旦豆旦主生

この動詞 σKαμπαvEP<iswは「嵐の際、船が上下に揺れ動く Jのような意

味で使われるが、副詞 απαλ白「やわらかく」を加えて緩やかな感じに

している。

「よだかの星」

強い鷹たちにいじめられていたよだかは弟たちに別れを告げ、天空

へ向かつて飛び立つ。最初の泣き声はまだ弱弱しい。

「よだかは高くきしきしきしと鳴きました。」

白ψησEEVα01α7IEDαστtK6 KDWttuO 

円

i
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しかし、高くのぼるにつれ、その芦は力強く、鷹かと見まがうばかり

になっていく。

「それからキシキシキシキシキシッと高く高く叫びました。」

白φησEEVαlitαπEDαστ＼KO KDWttUO，πOUαVT守χησEπαvτOU

鳴き声の部分の訳は同じになっている（litαπEpαστ＼KOKpcD~tµo 「貫くよ

うな（カラスの類の）鳥の鳴き声」）が、後者には関係節を追加して（πOU

αv吋mσεπαVTO古「いたるところに響いた」）、二つの場面の差別化を図

ろうとしているようだ。

「カイロ団長」

アマガエルたちがウイスキーで酔っ払って眠りこける騒々しい場面

は間投詞によって愉快な感じが醸される。

Iワーイ、ケホン、ケホン、ウーイうまいね。J

IT6－π00 ! YKOUX-YKOUχ，π60－π00 

「キーイキーイといびきをかいてJ

poχαλii;;ovTα5仰 σσE仰 σσ＜； ... σ日 σφupiχτPE~

「キーイ、キーイ、クワァ、ううい。J

φρσσEψρσσ＜； KOVα，；， μzαμμ I 

「ううい、あああっ。 ううい。」

Mzαμμ，A－αd !Mzαμμ／ 

「ケホン、ケホン」に対する YKOUX-YKOUχ は咳の音を表す語らしい。「ク

ワァ」の KOUαとは慣用的にカエルの鳴き声を表す擬音語。「し、びきをか

いて J の部分には σασφupiχTP£~ 「笛のように」が説明的につけ加えら

れている。

この後、倣慢なトノサマガエルはタダi酉を飲んだアマガエルを脅す。

「首が太いからスポンとはいかない、シュッポオンと切られるぞJ

あえて対比されたこの二語は訳し分けが必要だろう。

£ivα1τ6σoπαχu~ 冗ou li£V K6P£ταt μ’ EVαμ6vo xρQIS_・XoαTCYDOVTC 

OασαーTOYKOljlOUV 

日本語では、語頭の子音の違い（「ス」「シュ」）ど促音・長音の有無（「ツJ

「オ J）により、後者の勢いの強さが出ているが、翻訳は χpατ5 と

χpατ~ －χpOUT~ のように、後者に重複表現（しかも－a－／ーOUーと母音を変え

て）を用いることで、より重々しい感じを出そうとする。しかも、前
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者には μ’tvαμ6vo「ただ一度で」と念、を入れた説明を付している。

重い石を引っ張るアマガエルたちのかけ声は、

「エンヤラヤア、ホイ、エンヤラヤアホイ」

φwvcil;ovrα~ t s¥-6π，Oπα，ts¥ 6πoπ6π，dπα！ 

達人のオノマトベの雰圏気を伝えるにはこのくらい愉快に弾けた訳が

必要であろう。

「猫の事務所」

猫同士が喧嘩を始めそうになる直前、事務長の猫が大声を出して止

める場面。

「ジャラジャラジャラジヤラン」

’Qwーπ0－π0－π0－πoπ0π！

oπ （あるいは χoπ）は短い突然の動きや、相手の動きを止める場合に

使われるらしい。との短い語が滑稽なほど引き延ばされて、喧嘩を制

止する号令に使われている。

朝次々に登庁してくる猫たちが戸を開け閉めする音。

「ガタッ・・・ガタン。ピシャン・

ガタッ、ピシャーン・・・ガタン、ヒ。シャリ

Xpαπ！ ... Xpaαπ－yKOUπ！… Xpαπ－yKOUOUπ！ ••• Xpαπ－yKOUπ！ 

原文はオノマトベを微妙に違えて、四匹の猫たちが次々に入ってくる

イメージを出しているのだが、訳文もきちんと音を変えである。

r鹿踊りのはじまり」

太陽に向かつて鹿たちが並んで歌う。

「ぢゃらんぢやららんの／お日さん懸がる。

fKλlV-yKλαV-yKλlV-yKλlV-yKλlV-yKλαv/EπlαστηKSV O ’ Hλ10~ 

「猫の事務所」でも「ジャラジャラジャラジャラン」が使われていた

が、類似音を当てるのではなく、発話の意図（大声による制止）が訳

出されていた。こちらは、太陽が金属的な音とともに荘厳に現れる場

面で、類似の、鐘や鈴の音の類に使われる擬音語が当てられている 71。

鹿が踊るそばではんの木の葉が鉄の鏡のように輝き、これまた金属

的な響きをたてる。（田守（p.194）は葉と鉄が結び付いた比日食的なオ

ノマトペの例として引用。）
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「かちんかちんと葉と葉がすれあって音をたてたようにさえおもわ

れ」

'A KOU<JTTjKEτ0 8p6tσματWV例λλWVπOUIQ並盟主旦y_TO {;yαπavwσt’dλλo 

葉と葉がすれて出る音には 8p6tσμα が当てられ（「注文の多い料理店J

の「かさかさ」）、こすれあう様態には τpi~w が使われている。但し τpi~w

は「こする、もむ、押し（すり）つぶす」の意味だから、金属的な鋭

い音を表現するのは難しいだろう。その直前の σαv 8puµατ1σ凶VO~

μαvτEµf;vto~ Kα8p｛；φτηー「砕けた鉄の鏡のように」とどの程度関連つけら

れるか、読者の連想力にかかっている。

もう一つ、オノマトべではないが、特筆しておきたいのは、東北弁

で話される鹿同士の会話がギリシャ語方言で訳されていることだ。

「ぢや、おれ行って見で来べが。」

J¥{;ou vαπaou vατo tow! （標準語 J¥{;wvαπ丘(J)vατo ow!) 

「うんにや、危ないじゃ」

Mπdα，πouA.u tJttKivouvou （標準語 πoA.uEntKivouvo) 

「なにだた、あの白い長いやづあ。」

τt f;ytvE；恥1tKEivouτ『dσπpouwu μαKpu; 

（標準語 MEKElVOτ1σπpoτ0 μαKpu;) 

ここまでこだわれるのは直接訳ならではの強みだろう。ギリシャ語で

も南部方言を基盤とする標準語に対して、北部の方が方言色を残して

いるのは偶々であるにしても、全てを標準語に訳してしまうと味わい

が全く変わってしまう。

「水仙月の四日」

この作品では、雪婆んご（雪の精）が吹く吹雪の音が繰り返し現れ

印象を残すが、翻訳でも同じく効果的な間投詞が用いられている。

「ひゅう、ひゅう、なまけちゃ承知しないよ。降らすんだよ、降らす

んだよ。さあ、立比二L。今日は水仙月の四日だよ。ひゅう、ひゅう、
ひゅう、ひゅうひゅう。J

φ'Y¥O古OU.ID'Yto古ou! EoφOEσηKWVEt TEµπEλ1 ｛；~ ！’EλαpiχVEχt6vt, ｛；λα 

piχVEχt6vt！’AvTE笠息全企Q]!_!Aψo也σ内μEpαEivαt4τOUμ内vαNαpKiσσWV.

φ'Y¥OU-(f)'Yto古OU.ID'YtoU-ID'YtoU-ID'YtoUOU ! 

この雪婆んこの髪は、
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「ぼやぼやした灰いろの髪をした雪婆んご」

と描写されている。回守（pp.237-8）は「まばらに生えた」と説明する

が、翻訳では、

H MrraμπcD t’旦工主包笠旦σtαχnuμ日λλtci

のように、 αXTEVlσtα 「櫛で杭かなしリと解する。（「ぼさぼさの」との

連想からか。）これも一つの解釈だろう。別の個所の「ぼやぼやつめた

い白髪j もTαπαyw凶vαぺ臼λEK'tα （解かれた） 'uσπpαμαλλほとしてい
る。

おわりに

オノマトペは表現技法のひとつとは言え、作品世界を形成する重要

な要素の一つである。他の言語に翻訳するのは当然困難であるが、様々

な手段を使ってその味わいを伝えようとすることは大事であり、検証

してみれば、翻訳家の努力はおのずと現れてくる。原文の細かな相違

点にまでこだわり、オノマトべの達人に真撃に向き合った女史の労作

に敬意を俸げたい。

注

1）直接訳かどうかは未確認だが、以下の作品が翻訳されている（一部、

雑誌掲載のものも含む）。

芥川龍之介「羅生門」 「河童」 「薮の中J。阿部公房「砂の女J。池津

夏樹「花を運ぶ妹j 「イラクの小さな橋を渡ってJ。井上靖「猟銃」。

遠藤周作「侍」 「沈黙j。大江健三郎「個人的な体験」。上田秋成「雨

月物語J。小川洋子「薬指の標本」「ダイヴィングプール、妊娠カレン

ダー」「ホテル・アイリス」。桐野夏生「Out」「RealWorldJ 。志賀直哉

「活の犯罪、剃刀、母の死と新しい母、城崎にて」「灰色の月、妙な夢J。

谷崎潤一郎「癒癒老人日記」。永井荷風「雨浦繍」「つゅのあとさき」。

三島由紀夫「宴のあと j 「潮騒」 「愛の渇き j 「春の雪」。宮部みゆ

き「火車」。村上春樹「ノルウェイの森」 「ねじまき鳥クロニクルJ

「！Q84J 「アフターダーク」。宮沢賢治「銀河鉄道の夜J。森鴎外「ヰ

タ・セクスアリス j 。吉本ばなな「アムリタ」。松本清張「点と線J。

横溝正史「犬神家の一族」。渡辺淳一「花埋みJ。

そのほか、和泉式部の和歌や肯夜の俳句の翻訳もあるらしい。

’Ei
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2）例えば、精力的にヨルゴス・セオトカスの翻訳研究に従事された鈴

木敦也氏は、菊池寛「思讐の彼方にJ「藤十郎の恋」などの翻訳をギリ

シャの文芸誌に発表されたそうである（セオトカス、鈴木敦也訳『ア

ルゴー・魔人』（ 1996年、講談社出版サービスセンター）の田中直尚

氏の「編集後記」による。）

3) Nαyat Kαφo也，よりαv1/Jpox1、AJ¥E3ANt.PEIA(1990), Mtφp.日αvαyt白tηg
Euαyyr.λLOTJ＜；.高橋（ 1991）に詳しい。

4）翻訳の底本が記されていないので、対応の原文は「［新］校本宮津

賢治全集J 1995，筑摩書房、にあたった。ただし、旧かなづかいは現

代かなづかいにした。

5）以上の四つの他に、文全体の中に溶け込んでしまい、特定の語とし

ては現れない場合がある。

「空のすすきをざわざわと分けて」

παpαµr.pi~onαgστo Iha~ατOUτOU ＜； ασηµ£vt0u<; μiσKαv0ou<; wu 

oupαYOU 

ただし、この同じオノ 7 トベも、別の作品（「注文の多い料理店」）

では前置詞句（μr. 06pu~o 「騒音とともに J ）により明確に訳出されて

いる。

「草をざわざわ分けてやってきました。」

π叩叩印刷川町民皇位盛旦ταχopτ仰lα

6）原（2013’：557)

7）回守（p.103）によれば「じゃらんじゃらん」に「ら」を挿入して

作られたもの。その意味は、「鐘や大きい鈴などが繰り返し鳴ったり、

金属が何度もぶつかったりして発する大きな音」（山口： 2003) 

yd.avは辞書に掲載されている（AKα何μiαA0ηvciiv,Iστoρ1K6v AE(1K6v 

T何 Ni:αEEU1JVIK1r;‘YKλav’）。それによると、「教会の鐘や山羊・羊の鈴

の音に関して」使われ、ディオニシオス・ソロモスの例が号［かれてい

る（yKλUV-YKλavτασ内μαvtpα ／刊号 f.KKAT]σi叫「教会の鐘のゴンゴンの

音J）。
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